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熱中症とは何か Ⅰ

『熱中症警戒アラート』が発表されたら

熱中症のリスクが高い方に声かけをしましょう

熱中症予防情報：暑さ指数と熱中症警戒アラート

環境省では、熱中症を未然に防止するため、「環境省熱中症予防情報サイト」を運用し、全国約840地点における

暑さ指数(WBGT)の実況値・予測値※等、熱中症予防情報の提供を行っています。

また、暑さへの「気づき」を呼びかけ、国民に暑さを避けることや水分をとるなどの適切な熱中症予防行動を効

果的に促すため、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境が予測される際に暑さ指数をもとに『熱中症警戒アラー

ト』を発表しています。

※実況値：現在の暑さ指数(WBGT)
予測値：今日・明日・明後日（深夜0時まで）の3時間毎の暑さ指数(WBGT)

『熱中症警戒アラート』の概要
（１）発表対象地域

全国を58に分けた府県予報区等を単位として発表（北海道、鹿児島県、沖縄県を細分化）

（２）発表基準

発表対象地域内の暑さ指数（WBGT）算出地点のいずれかで、日最高暑さ指数を33以上と予測した場合に発表

（３）発表のタイミング

前日の17時頃及び当日の5時頃に最新の予測値を元に発表

（４）情報提供期間

毎年4月第4水曜日17時発表分から10月第4水曜日5時発表分まで。
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●熱中症を予防するためには暑さを避けることが最も重要です。

●のどが渇く前にこまめに
水分補給しましょう。

（１日あたり 1.2L が目安）

●身の回りの暑さ指数（WBGT）
に応じて屋外やエアコン等が
設置されていない屋内での運
動は、原則、中止や延期をし
ましょう。

●屋外で人と十分な距離
（２メートル以上）を確
保できる場合は適宜マス
クをはずしましょう。

●昼夜を問わず、エアコン等を使用して部屋の
温度を調整しましょう。

●不要不急の外出はできるだけ避けましょう。

●身の回りの暑さ指数（WBGT）を行動の目安にしましょう。

●涼しい服装にしましょう。

普段以上に「熱中症予防行動」を実践しましょう

外での運動は、原則、中止／延期をしましょう

暑さ指数（WBGT）を確認しましょう

外出はできるだけ控え、暑さを避けましょう
●高齢者、子ども、持病のある方、肥満
の方、障害者等は熱中症になりやすい
方々です。これらの熱中症のリスクが
高い方には、身近な方から、夜間を含
むエアコンの使用やこまめな水分補給
等を行うよう、声をかけましょう。

●暑さ指数は時間帯や場所によって大きく異なる
ため、身の回りの暑さ指数を環境省熱中症予防
情報サイトや各現場で測定して確認しましょう。

※環境省熱中症予防情報サイト：https://www.wbgt.env.go.jp/

より詳しい情報は

環境省：https://www.wbgt.env.go.jp/
気象庁：https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html

今年も環境省による熱中症特別警戒アラートの情報提供が４月23日（水）から開始されました。
これから夏に向けて暑さ厳しい毎日となりますが、熱中症には気を付けてください。
『熱中症は、一人ひとりが正しい知識を持つことで、防ぐことができます』
今年も熱中症に気を付けて頂き、健康に留意するようにしてください。

令和７年度熱中症予防について
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入・退会共にありませんでした。
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会員の皆様へ会員の皆様へ

日本陸送協会ホームページについて

日本陸送協会ホームページURL http://rikusoukyoukai.org/

適宜改定しておりますのでご覧ください。
会員専用ページ閲覧には下記のID・パスワードが必要です。

　ID：2016rikusou　　　　PW：kyoukai

令和７年度「不正改造車を排除する運動」への取り組みについて
　国土交通省より協力依頼がありました。
　「不正改造車については、これまでも「不正改造車を排除する運動」を中心に、街頭検査等のあら
ゆる機会をとらえ、その排除に努めてきたところです。しかしながら、暴走行為、過積載等を目的と
した不正改造車は、安全を脅かし道路交通の秩序を乱すとともに、排出ガスによる大気汚染、騒音等
の環境悪化の要因となっていることから、社会的にもその排除が強く求められております。特に、マ
イカーに改造を施したことにより保安基準に不適合となったものの その認識のないまま運行の用に
供している自動車使用者、車検時には保安基準に適合させつつ車検後に不正改造を行う施工事業者、
更にはそのような不正改造車について検査での合格を強要する悪質な事業者がいる状況となっていま
す。このような状況に鑑み、国土交通省では、令和７年度においても、関係省庁、自動車関係団体等
の協力のもと、全国的に不正改造車の排除のための諸活動になお一層強力に取り組むこととしていま
す。」
　会員の皆様におかれましても｢不正改造車を排除する運動｣への取り組みについてご協力のほどよろ
しくお願い致します。
　｢不正改造車を排除する運動｣は年間を通じた運動です。今年の強化月間は6月です。

不正改造車を排除する運動
推進／国土交通省、不正改造防止推進協議会　後援／内閣府、警察庁、農林水産省、経済産業省、環境省　協力／独立行政法人自動車技術総合機構、軽自動車検査協会
（一社）日本自動車整備振興会連合会、日本自動車車体整備協同組合連合会、全国自動車電装品整備商工組合連合会、全国タイヤ商工協同組合連合会、（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）日本中古自動車販売協会連
合会、日本自動車輸入組合、（一社）日本自動車工業会、（一社）日本自動車部品工業会、（一社）日本自動車車体工業会、（公社）日本バス協会、（公社）全日本トラック協会、（一社）全国ハイヤー・タクシー連合会、（一社）日本陸送
協会、全日本自動車部品卸商協同組合、（一社）日本自動車タイヤ協会、（一社）全国軽自動車協会連合会、（一社）全国自家用自動車協会、（一社）日本自動車連盟、（一財）自動車検査登録情報協会、（一社）日本自動車会議所、
（一社）日本二輪車普及安全協会、（一社）全国自動車標板協議会、全国石油商業組合連合会、（一社）自動車用品小売業協会、日本ウインドウ・フィルム工業会、日本自動車スポーツマフラー協会、（一社）日本自動車用品・部品
アフターマーケット振興会、（一社）全国二輪車用品連合会、全国ディーゼルポンプ振興会連合会、全国自動車大学校・整備専門学校協会、全国自動車短期大学協会、全国オートバイ協同組合連合会、（一社）日本RV協会

不正改造車を見かけたら
●車両のナンバー
●不正改造の内容
をこちらまで

不正改造車
迷惑黒煙車
通報連絡先

不正改造車を
排除する運動
ホームページ

不正改造は犯罪です。

あなたの自己満足のために

多くの人が迷惑しています。

○ 不正改造車の使用者   整備命令の発令

○ 不正改造の実施者  ６ヵ月以下の拘禁刑 又は 30万円以下の罰金

このような改造は不正改造です。

不正改造は犯罪です！！

基準不適合マフラーの装着やマフラー
の切断・取り外しは、排気騒音が増大し、
沿道住民の生活環境を脅かし、騒音公害
の原因に繋がります。

❶

運転者席・助手席の窓ガラスへの
着色フィルム等の貼付
（貼付状態で可視光線透過率70%未満）

運転者席及び助手席の窓ガラスに濃い色の着色フィルムを貼ること
により、周囲の状況が確認しにくくなり、大変危険です。

❹タイヤ及びホイールの車体（フェンダー）
外へのはみ出し

適切なタイヤやホイールを
使用しなければ、車体に接
触したり、ブレーキ構造など
と干渉します。
また、車体から突出すること
もあり、歩行者等に危害を
及ぼすおそれがあり、大変
危険です。

❸

基準外ウイングの取り付け

車体からはみ出したウイングは、歩行者等に
接触し、危害を加えるおそれがあるため、大変
危険です。

❺

※色の判断については、点灯状態を見て判断します。

制動灯、方向指示器等はそれぞれ灯光の色が定められており、その他
の色を使用することは誤認を与え、他の交通を阻害し、事故を誘発す
るおそれがあり、大変危険です。

❷

速度抑制装置（スピードリミッター）
の解除・取り外し

速 度 抑 制
装 置 付

❼

Ａ

Ｂ
C

Ａ.

Ｂ.
C.

荷台さし枠の取り付け・燃料
タンクの増設
突入防止装置の切断・取り外し
大型後部反射器の取り外し

❻

基準不適合マフラーの装着／
消音器の取り外し クリアレンズ等不適切な灯火器及び回転灯等の取り付け

灯火類の色の変更

｢知らなかった｣では済まされません｡


